
第５回全国ふるさと甲子園 
【エントリー概要】 

全国ふるさと甲子園運営事務局 
平成３０年１２月 



出 展 数 ：全国５５地域 

来 場 者 ：3,038名（有料入場者数） 

主  催：「全国ふるさと甲子園」実行委員会 
企  画：NPOふるさと活性隊 
後  援：総務省、観光庁、農林水産省、国土交通省、経済産業省、復興庁、文化庁 
協  力：ロケツーリズム協議会、跡見学園女子大学、(株)TMオフィス、NTT都市開発、ロケなび！、LJマルシェ  
運営事務局：ロケーションジャパン編集部（㈱地域活性プランニング） 
実行委員長：藤崎慎一（ロケツーリズム協議会会長） 

第4回全国ふるさと甲子園 
2018年8月25日（土） 
１部：10時～14時 
２部：15時～19時 
＠秋葉原UDX ２階 

出店地域は、 
  ロケ地とグルメで町をPR！ 
一般来場者は、 
  行きたくなったまちへ投票！ 
       ↓ 

 行きたいまちNO.1が決定！ 

全国ふるさと甲子園とは？？ 



五七の桐紋の表彰状で 

内閣官房「ふるさとづく
り有識者会議」委員 
として表彰 

安倍総理も第1回から応援！ 



【出展地域】市長自らブースに立って地域をPR！ 

久慈市 遠藤市長 

「他にないPRの場！私が市の顔となってPRします！」（岩手県久慈市 遠藤市長） 

「まちの知名度UPにロケツーリズムは欠かせない！」 （長野県千曲市 岡田市長） 

千曲市 岡田市長 

“行きたいまち”４位 
岩手県久慈市 

 （連続テレビ小説『あまちゃん』×まめぶ汁）  

グルメ部門・デザート編 
第1位 長野県千曲市 
千曲市が生産シェア45％を誇るあんずを使用したスイーツ 



【来場者】映像制作作者・メディアも大注目！！ 

映画監督や像制作者１１４名が来場 

佐世保市が舞台となった 
『坂道のアポロン』 

三木孝浩監督 

ロケ地探しを担当する 
制作スタッフと地域のロケ誘致担当者が 
積極的にお互いをPR 

地域の強みを伝える『マッチングカード』 

映画・ドラマで舞台にしたい地域がたくさん！ 
マスコミとしても盛り上げていきたい！ 

制作者の声 



シティープロモーションの効果的！ 

週刊フジテレビ批評（2018/8/31）OA 

メディア掲載一覧２０5 媒体掲載 （2018年10月31日時点） 

●掲載媒体 
■毎日新聞 ■産経ニュース ■伊豆新聞 ■岩手日報 ■千葉日報 
■フジテレビ 「週刊フジテレビ批評」■YAHOO news  ■47NEWS 等 

『岐阜新聞』
（2018/8/27） 



観光施設・宿泊施設のメディア露出増 
入り込み客数＋11.7％UP （対前年比） 

東京でのイベントで玉ねぎ500個完売 

効果的な情報発信！ 
↓ 

観光客UP！ 
↓ 

モノ売れる！ 

◆グランプリ◆兵庫県淡路島 
第1回全国ふるさと甲子園 
2015年受賞地域報告 



◆グランプリ◆兵庫県淡路島 
第1回全国ふるさと甲子園 
2015年受賞地域報告 

・優勝ポスター 
・ラッピングバス 
・ショッピングバッグ 
      他多数！ 



◆グランプリ◆兵庫県淡路島 
第1回全国ふるさと甲子園 
2015年受賞地域報告 

朝ドラ『あさが来た』ロケ地決定!! 
淡路島あわじ花さじき公園 

現地にはロケ地パネル 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjlrfXT8svNAhXKnJQKHYxpB9UQjRwIBw&url=http://asadra.xblg.net/archives/2298&psig=AFQjCNEvfe_owbF9XfAmDUIXBcBM3QA6ug&ust=1467243641981866


◆グランプリ◆広島県尾道市 
第3回全国ふるさと甲子園 
2017年受賞地域報告 

●市長やNMB48、メディアがグランプリ実績を盛り上げ！ 
 ・地元ローカル局５番組でも大きく紹介!!市民認知がアップ！ 

 ・市庁舎の懸垂幕！優勝限定トートバックも販売！ 

 ・尾道市内のカフェやイベントでレモンスカッシュブーム！アシックスとも！ 

NMB48市川美織さんも応援!! 



◆グランプリ◆広島県尾道市 
第3回全国ふるさと甲子園 
2017年受賞地域報告 

日本経済新聞（8月28日） 

日本経済新聞掲載!!フジテレビにて取材も！ 



        ◆グランプリ◆愛知県岡崎市 
第４回全国ふるさと甲子園 
2018年受賞地域報告 

＜全国ふるさと甲子園グランプリ実績を活用！＞ 
●岡崎市観光伝道師YouTuber 東海オンエアと、 
甲子園優勝のパネルを観光スポットに設置 

月5000人の観光客が訪問 
※甲子園出場のＳＮＳ拡散を起爆剤に、 
  継続的な情報発信を実施 

●参画事業者が受賞実績でノボリを制作、 
  ラーメン店に設置 

市外、県外から来店者up 

全国ふるさと甲子園運営事務局より、 
大会ロゴ等を無償提供 


